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①本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、診断名、年齢、性別、身体
所見、身長、体重、BMI、飲酒歴、合併症、前治療歴、検査結果（血液
検査、画像検査、尿生化学検査）、 糖代謝マーカー、線維化マー
カー、併用薬、併用療法などを診療録から抽出し、匿名化して用いま
す。
②診療録上の患者情報、腫瘍組織・血清・血漿の残余検体を用います。
これらは通常の診療の中で採取されたものであり、本研究において追加
で患者さんから検体を採取することはありません。また、研究発表など
の際にも患者さん個人が特定できる情報が報告されることはありませ
ん。
③武蔵野赤十字病院消化器科部長 黒崎 雅之、消化器科 安井　豊
④管理責任者：武蔵野赤十字病院消化器科 黒崎 雅之

進行肝癌に対するatezolizumab bevacizumab治療の効果予測因子の検討

武蔵野赤十字病院　消化器科

所属　消化器科　　　氏名　黒崎　雅之 

(西暦）　実施許可日～2033年6月30日

進行性原発性肝がんに対するatezolizumab bevacizumab治療は現在肝細
胞癌薬物療法の第一選択となっておりますが、その効果の予測は困難で
す。そこで、血液検査から得られるデータでその効果・安全性を予測す
るマーカーを明らかにすることを目的として本研究が行われています。
本研究は北海道大学病院が主研究施設となって行われている多施設共同
研究です。

武蔵野赤十字病院消化器科にて2020年10月1日から本研究実施許可日ま
での期間に、進行性原発性肝がんに対するatezolizumab bevacizumab治
療が行われた年齢20歳以上の方た対象となります。この研究は、肝細胞
癌の患者さんの治療を行っている機関で実施します。カルテ情報・診療
の中で得られた検体の残余検体を、治療効果の解析のために北海道大学
病院に郵送または電子的配信（検体は冷凍郵送）で送付します。


